






































































ていた (Fougier，Houchard， Vernet et Chapuis， 2007， 105-6)。また， 2005 
年10-11月に発生した大都市郊外での移民青年による暴動は，治安悪化の印
霊祭1 失業率の国際比較(%)
2003年 2004年 2005年 2006年8月
韓 国 3.6 3.7 3.7 3.4 
デンマーク 5.4 5.5 4.8 3.7 
オランダ 3.7 4.6 4.7 3.8 
日 本 5.3 4.7 4.4 4.2 
ス イ ス 4.2 4.4 4.5 4.2 
アメリカ 6.0 5.5 5.1 4.7 
オーストリア 4.3 4.9 5.2 4.8 
イギリス 4.9 4.7 4.7 5.4 
OECD諸国 7.1 6.9 6.6 6.1 
カ ナ ダ 7.6 7.2 6.8 6.5 
イタリア 8.4 8.0 7.7 7.4 
スペイン 11.1 10.7 9.2 7.8 
ユーロ留 8.7 8.9 8.6 7.9 
ベルギー 8.2 8.4 8.4 8.6 
ド イ ツ 9.3 9.6 9.5 8.5 
フランス 9.5 9.6 9.7 8.8 





























































































(47%) ，物価上昇 (24%)，不平等 (21%)に向かい， r物質主義的で経済的





表 2 選挙直前の有権者の関心(2項呂選択による回答) (%) 
時 期 2006年春 2006年秋 2006…7年冬 2007年春
媛用 56 50 48 47 
物価上昇 23 24 24 24 
不平等 21 23 22 21 
章表境 9 11 15 17 
財産と人身の安全 14 17 17 17 
教育研究 17 16 17 15 
住宅 9 8 10 14 
税金 15 13 15 14 
財政赤字と国室長の負債 17 13 11 14 
移民 12 17 12 11 
郊外 7 7 7 4 




























































































う告発の文章で始まっている (Frontnational， 2007， 5J。外国との競争から
フランス企業を守るために，輸入割当を伴った眼定的な「保護主義jを導入
する必要性を訴えたり (LeMonde， 23 mars 2007)， Eじ委員会がアメリカ
やWTOと共謀して国民国家を粉砕する韓謀を進めていると糾弾したり，現
行のヨーロツパ統合に「アイデンティティのヨーロッパ (uneEurope des 
identites) J r国民宿家からなるヨーロツパ (uneEurope des nations) Jを対





















(Fauchoux et Forcari， 2007， 34Jo 2002年大統領選挙第l回投票後の FNに
対抗する大規模な動員と第2@]投票での得票の伸び悩み，大統領選挙直後に
実施された国民議会選挙での不接は， FNに戦略の根本的な再考を追った
(Azoulay，Perrineau et Teinturier， 2007， 253J。
FNのイメージ転換は，新世紀に入って，マリーヌやS・マレシャル
(Samuel Mar・echal)といった若手幹部の集団(=iルペン世代 (Generation
Le Pen) J)を中心に模索されてきた(九 2002年にマリーヌが副党首に就任す
ると，脱急進化と党への信頼性付与の戦略が始動することになる (Evanset 





















(Azoulay， Perrineau et Teinturier， 2007， 253-4)。そこではテーマ別の大統
領選挙行動委員会が設寵され，新しい「統治文住」の調養という課題が具体













et Forcari， 2007， 160)。そのポスターは， FN機関誌 1フランス・ダボール































































































1段 補 者 f尋禁数 得票率(%)
A.ラギエ 487，857 1.33 
C'シヴァルディ 123，540 0.34 
o.プザンスノ 1，498，581 4.08 
J.ボウ》工 483，008 1.32 
M-C'ピュフェ 707，268 1.93 
s.ロワイヤル 9，500，112 25.87 
D'ヴォワネ 576，666 1.57 
F・ノてイル 6，820，119 18.57 
N'サルコジ 1 ，448， 663 31.18 
Ph・ドヴィリエ 818，407 2.23 
J-M ・ルペン 3，834，530 10.44 































略的投票Jの論理が働いたことが指摘されている(Perrotin，2007， 213， Mayer， 


























2006年12月には， B.メグレ (BrunoMegret)をはじめとして， FNから分
裂した「共和主義国民運動 (MNR)Jの多くのメンバーがFNに護婦してい
る。1999年始めの分裂離を克服して，FNは新しい右翼陣営の統ーを回復した











1995 8 19 23 
2002 6 25 24 
2007 3 18 12 
2002-2007 -3 -7 -12 







































〔抗ayeret Palier， 2007， 7)。
表 5 2007年大統領選挙第1関投禁での投票意向別有権者の意見(%)
ロワイヤlレ ノてイ Jレ サルコジ ルペン
f盟家は企業にもっと自由を与え
54 70 86 81 
るべき」
「長年フランスに在伎する外関人
81 73 55 26 
に地方参政権を与えるべきj
「失業者は望めば仕事が見つけら
44 53 77 74 
れるJ
fフランスには移民が多すぎる」 35 38 72 92 
「どこでも安全とは感じられない」 31 26 47 67 
f死刑制度を復活すべきJ 19 18 41 74 
fフランス国家はモスク建設を対
39 28 27 7 
政的に援助すべきj
一」






1988 65 95 
1995 74 97 
2002 65 97 
2007 56 90 
1988-2007年の変化 9 -5 
「以前のようには自分の回にいる
とは感じられないJ
1988 49 78 
1995 57 87 
2002 55 84 
2007 48 80 
1988-2007年の変化 -1 十2
f死刑の復活が必婆j
1988 65 95 
1995 56 86 
2002 51 85 
2007 41 75 
1988-2007年の変化 -24 -20 
Cevipof ~書受 (1988， 1985年)， Panel邑lectoralfrancais (2002， 2007年)




























表 7 大統領選挙第1回投票でのルペン投票者の社会的プロフィール(1988-2007年)(%) 
1988 1995 2002 2007 ※変化
全体 15 15 17 1 -6 
性別
男性 18 19 20 12 8 
女性 1 12 14 9 -5 
年齢
18-24歳 14 18 13 10 一3
25-34 15 20 17 10 -7 
35-49 15 16 18 1 -7 
50-64 14 14 20 12 -8 
65歳以上 16 10 15 9 -6 
職業
農業 10 10 22 10 12 
経営者 19 19 22 10 -12 
上級管理職，知識事業 14 4 13 7 -6 
中間管理職 15 14 1 5 -6 
事務職 14 18 22 12 10 
労働者 17 21 23 16 -7 
社会的地位
自営 15 14 22 9 13 
民間部門被雇用 14 14 14 1 -3 
公共部門被濯用 16 16 20 12 -8 
失業 17 28 20 1 -9 
学校資格
初等 15 17 24 13 -11 
初等上級 17 20 21 13 -8 
ノてカロレア 13 12 15 8 -7 
ノfカロレア+2 10 13 1 3 -8 
高等 9 4 7 4 -3 
宗教的態、度
毎週教会に 13 8 12 5 -7 
非定期に教会に 13 13 18 10 -8 
教会に通わず 16 19 20 12 -8 
無宗教 10 14 15 12 -3 






















































が自を引いている CRouxet Tournier， 2007， 74)。
また，今回の大統領選挙第 1回投票での得票分布からも，ルペン票のサル
コジへの移行が確認で、きる。従来から FNの強い地域でサJレコジが大量に得
































メージによって (Perrineau，2007c， 6)， FNがこれまでに提起してきた諸問
題を解決できるという信頼感をFN支持者の一部に与えることに成功して















女性の割合 56 51 42 45 
40歳以下 33 25 25 35 
バカロレア以上の学歴 31 16 18 16 
労働者 27 31 42 46 
考え方
移民が多すぎる 73 94 94 90 
死刑制度に賛成 49 73 83 75 
イスラムにネガティプなイメ}ジ 67 86 86 84 
1500ユーロの最低賃金 66 66 73 76 
公務員の半減 68 62 72 70 
経済競争力の改善 41 32 30 26 
ルペン/サルコジのイメージ ルペン/サルコジ ルペン/サルコジ ルペン/サルコシ lレペン/ザルコシ
不安 60 17 51 20 23 35 27 40 
大統領の資質 20 94 41 94 78 71 74 64 
誠実 36 80 56 76 79 71 74 50 
変革の意思 59 93 79 95 84 67 91 66 
国民の気持ちを理解 34 83 54 80 87 54 80 49 
政治的立場
ルペンの考えに賛同 30 73 96 92 
左右の教上での右翼度 6.4 6.8 7.3 7.3 
FNへの親近感 3 17 58 53 
投票行動
欧州慾法案への反対投薬 40 67 85 82 
当選を望むのは
サルコジ 83 82 21 19 
ルペン l 9 66 59 
当選のチャンス
サルコジ 96 93 
ルペン 80 76 







gutha， 2007， 6， Muxel， 2007， 3J(問。それに対してレペンは，移民と治安と
いった争点については世論の…部の関心を表現していたが，それらの問題へ
の具体的で信頼できる解決法を提起する能力については，有権者一般だけで

















































































































































































異例なことであるが 5ラヴィソ (L'Aviso) という独自の機関紙まで発行しているが，
実態はマリーヌの党内でのプロモーションの道具と化している CFauchouxet Forcari， 
2007， 69)。
(8) マリーヌたちがFNに導入した新機軸は党内で激しい反発を引き起こした。 2003年の














あったと言われている CAzoulay，Perrineau et Teinturier， 2007， 254)。移民問題に対
する従来の立場を転換するものとしてポスター作戦は注目を浴びるが，党内で激しい論
争を引き起こし， FNのこれまでのイデオロギー的立場に反するものとして批判を浴び
ている CFauchouxet Forcari， 2007， 161)0 
側 左翼の敗北の童書感としてルガル (G.Le Gall)は，サルコジを鋭神話化させる能力の
欠如，パイルの存主E，2005年の EU憲法条約をめぐる国民投薬での左翼陣営の分裂，サ
ルコジと比べて主要争点、についてロワイヤルの政策の信頼性が低かったことを挙げてい





幾村部でのlレペン祭主主大の要因であった CSchwengler，2003， 515， 521， 532)。
Q2)敗北の厳罰の本格的な検証を回避するという意味もあって，多くのFNの幹部によっ
て，サルコジの勝利はfFNのイデオロギー的勝利Jであるという解釈が提示されている
CLe Monde， 24 avril 2007)。
Q3) 各世論調ままでも， 2002年大統領選挙でのルペン棄は， 2007年大統領選挙第l沼投票で
は大設にサルコジに流れている。世論議査ごとに，サルコジに投票した旧ルペン投票者
の割合を紹介しておけば， CAS認査では30%，LH2では23%，SOFRESでは28%，



















選挙の種類と笑施年 得禁数 絶対得票率(%) 相対得票率(%)
1984年欧州議会 2，210，334 6.0 
1986年国民議会 2，707，728 7.2 
1988 大統領 4，375，894 11.5 
1988 国民議会 2，359，228 6.2 
1989 欧州議会 2，121，836 5.6 
1992 地域閣議会 3，375，079 8.9 
1993 国民議会 3，159，477 8.1 
1994 欧州議会 2，050，086 5.2 
1995 大統領 4，571，138 11.4 
1997 国民議会 3，783，623 9.6 
1998 地域盟議会 3.288.782 8.4 
1999 欧州議会 1，583，999 3.9(2) 
2002 大統領(第1回) 4，804，713 11.7 
メグレ 667，026 1.6 
ルペン十メグレ 5，471，739 13.3 
ルペン(第2回) 5，525，032 13.4 
2002 国民議会 3，215，906 7.8(3) 
2007 大統領 3，834，530 8.6 
































(Evans et Ivaldi， 2007， 121)。ルペンの後継者候補として商目躍如であったが，彼女の
得票は「将来にとっての大きな希望のメッセ…ジJ(Jレペン夫人・ジャニー)であった (Le
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